
帰郷広報で高等工科学校の魅力を紹介
て
お
く
こ
と
な
ど
を
親
身
に
伝
え
、
受
験
希
望
者
の
不
安
を
解
消
し
て
い
た
。

自
己
紹
介
。
県
立
高
校
と
変
わ
ら
ぬ
勉
強
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
学
生
舎
で
の
様
子
や

２
人
の
説
明
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
静
岡
市
出
身
の
方
と
話
す
こ
と
で
、
高
等

と
同
１
年
の
繁
田
航
史
生
徒
が
行
っ
た
夏
季
休
暇
間
の
帰
郷
広
報
を
支
援
し
た
。

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」、
繁
田
生
徒
は
「
み
ん
な
と
一
緒
に
学
生
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
心
待

し
て
活
躍
す
る
コ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

静
岡
地
本
は
こ
れ
か
ら
も
、
休
暇
等
で
帰
省
す
る
隊
員
や
学
生
と
連
携
を
図
り
、
積
極
的
に

士
に
お
け
る
野
営
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
、
同
期
の
大
切
さ
や
訓
練
で
つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

ト
に
進
む
陸
曹
と
し
て
活
躍
す
る
コ
ー
ス
、
受
験
合
格
後
「
防
衛
大
学
校
」
へ
進
み
幹
部
自
衛

ー
ジ
が
湧
い
た
」「
自
衛
官
へ
の
憧
れ
が
強
い
の
で
、
高
等
工
科
学
校
に
入
学
で
き
る
よ
う
に
こ

に
懇
切
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

交
え
懇
切
丁
寧
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
同
校
合
格
の
た
め
の
受
験
対
策
や
日
頃
か
ら
準
備
し

２
人
は
、
静
岡
所
に
集
ま
っ
た
同
校
を
目
指
す
中
学
生
と
そ
の
家
族
を
前
に
、
夏
制
服
姿
で

ち
に
し
て
い
ま
す
」
と
集
ま
っ
た
中
学
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

月
９
日
（
金
）、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
３
年
の
小
林
歩
夢
生
徒

最
後
に
小
林
生
徒
は
「
来
年
卒
業
で
す
が
、
静
岡
の
後
輩
が
一
人
で
も
多
く
入
学
で
き
る
こ

官
と
し
て
活
躍
す
る
コ
ー
ス
や
「
航
空
学
生
」
へ
進
み
航
空
・
海
上
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

れ
か
ら
も
勉
強
や
運
動
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

休
暇
時
の
過
ご
し
方
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
卒
業
後
は
陸
上
自
衛
官
と
な
る
こ
と
か
ら
も
富

ま
た
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
説
明
で
は
、
戦
車
を
は
じ
め
運
用
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

工
科
学
校
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
普
段
の
学
校
生
活
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ

説
明
会
を
開
催
し
て
自
衛
官
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
受
験
希
望
者
の
進
路
サ
ポ
ー
ト

子供たちが自衛官から「身近なもので身を守る」ことを学ぶ

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
静
岡
募
集
案
内
所
は
、
８

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知

自
衛
官
を
見
て
難
し
く
考
え
て
い
た
子
供
た
ち
も
、

保
育
は
ま
き
た
秋
桜
ク
ラ
ブ
の
１
年
生
か
ら
４
年
生

解
す
る
と
飛
び
跳
ね
て
喜
ぶ
な
ど
、
次
第
に
楽
し
く

立
北
浜
小
学
校
を
借
り
て
、
防
災
講
話
を
実
施
し
た
。

い
い
の
？
」「
な
ま
ず
が
騒
ぐ
と
地
震
が
起
こ
る
？
」

一
方
、
自
衛
官
に
よ
る
毛
布
と
ポ
ー
ル
に
よ
る
応

供
た
ち
の
心
を
掴
も
う
と
準
備
し
た
防
災
○×

ク

ス
リ
ッ
パ
作
り
に
児
童
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
初
め

い
っ
ぱ
い
な
様
子
で
集
合
し
た
。

使
っ
て
説
明
す
る
と
、「
自
衛
隊
は
お
風
呂
や
ご
飯

ま
た
、
身
近
な
も
の
で
身
を
守
ろ
う
と
い
う
テ
ー

も
、
容
易
に
新
聞
紙
が
ス
リ
ッ
パ
に
変
わ
っ
て
い
く

最
初
は
「
防
災
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
迷
彩
服
姿
の

夏
休
み
中
の
同
校
体
育
館
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
童

と
の
自
衛
官
の
読
み
上
げ
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
正

己
１
等
空
佐
）
は
、
８
月
２
０
日
（
火
）、
浜
松
市

イ
ズ
で
は
、「
大
雨
が
降
っ
た
時
に
川
の
側
に
い
て

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
も
教
え
て
あ
げ
る
」
と
の
会

も
準
備
で
き
る
ん
だ
！
」
と
驚
き
の
声
を
上
げ
、
子

マ
で
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
破
片
か
ら
足
を
守
る
新
聞
紙

の
児
童
５
０
人
が
、
自
衛
官
の
話
を
聞
こ
う
と
元
気

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
の
様
子
を
パ
ネ
ル
写
真
を

学
ん
で
く
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

は
「
難
し
そ
う
」
と
説
明
を
聞
い
て
い
た
子
供
た
ち

話
も
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
有

搬
送
し
、
災
害
時
は
お
互
い
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い

と
感
嘆
の
声
と
と
も
に
、「
も
う
一
個
作
る
！
」「
お

意
義
に
過
ご
せ
た
よ
う
で
、
最
後
は
「
○×

ク
イ
ズ

こ
と
を
伝
え
た
。

急
担
架
の
作
成
展
示
で
は
、
実
際
に
児
童
を
乗
せ
て
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や
ス
リ
ッ
パ
作
成
で
防
災
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
く
。

流
し
、
幅
広
い
世
代
と
の
「
絆
」
を
大
切
に
し
て
、

思
い
に
カ
ー
ド
に
書
い
て
く
れ
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
積
極
的
に
地
域
社
会
と
交

「
自
衛
隊
は
何
で
も
で
き
る
ん
だ
」
と
の
感
想
を
思
い


